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近年，学校教育や文化活動等の様々な場や機会において学んでいく「生涯学習」が求められている．

このような生涯学習において，学習者は継続的に振り返り見通しを持ち，次につなげながら学んでいく

必要があると考えられる．しかし，学習者が継続的に振り返りながら学び続ける過程で，これまで学ん

できたことを思い出し，更に次につなげていくことは容易でないと考えられる．そこで，本研究では，

学習者の学びの軌跡の把握を支援することを目的に写真データに着目する．具体的には，写真及び自動

的に付与される Exif 情報を用いて，学習者が学んできた過程を学習者の学びの軌跡として可視化するシ

ステムを開発し，評価実験を行った．評価実験の結果，学習者は，本システムを活用することで，これ

まで学んできたことを具体的に思い出し，その過程を把握する傾向が示唆された． 

キーワード: 生涯学習，写真データ，Exif 情報，ラーニング・アナリティクス，テキスト解析 

1. はじめに 

近年，「人々が生涯に行うあらゆる学習，すなわち，

学校教育，家庭教育，社会教育，文化活動，スポーツ

活動，レクリエーション活動，ボランティア活動，企

業内教育，趣味など様々な場や機会において行う学習」

と言われている「生涯学習」が求められている(1)．この

ような生涯学習において，学習者は，継続的に振り返

り見通しを持ち，次につなげながら学んでいく必要が

あると考えられる．しかし，学習者が継続的に振り返

りながら学び続ける過程で，これまで学んできたこと

を思い出し，更に次につなげていくことは容易でない

と考えられる．  

一方，学習に関する様々なデータを分析し，ダッシ

ュボード上に可視化することで，学習者の学びや教員

の指導を支援するラーニング・アナリティクス（以下，

LA）の活用が注目されている．LA を活用することに

より学習者に気づきを与え，振り返りを促進すること

が可能となる (2)．つまり，LA を活用しあらゆる学び

の記録を分析・可視化することで，学習者は自身がこ

れまで学んできたことを把握し，更にその過程を想起

できると期待される． 

そこで，本研究では，学習者の学びの軌跡の把握を

支援することを目的に写真データに着目する．具体的

には，写真に自動的に付与される Exif 情報を用いて，

学習者が学んできた過程を学習者の学びの軌跡として

可視化するシステムを開発する． 

2. 写真データを活用した生涯学習における

学びの軌跡可視化方法の提案 

2.1 目的を達成するための要件 

学習者は，生涯学習の学びにおいて，継続的に学び

続けるため，自身がこれまで学んできたことについて

具体的に思い出すこと，更に自身が学んできた過程を

把握することは容易ではないと考えられる．つまり，

学習者の学びの軌跡の把握を実現するためには，以下

の要件を満たす必要があると考えられる． 

要件① 学習者は自身が学んできたことを具体的に思

い出すことができる． 
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要件② 学習者は自身が学んできた過程を把握するこ

とができる． 

2.2 写真データの活用 

近年，スマートフォンやタブレット端末等の ICT 機

器の普及により，写真を容易に撮影することが可能と

なった．また，ICT 機器を用いて写真を撮影した際，

位置情報や撮影日時等が Exif 情報として写真に自動

で付与される(3)．また，写真は学習者がその時の状況

等についてテキストデータとして記述し，その記述と

合わせて記録することができる（以下，本研究ではこ

れら全ての写真に関連するデータを写真データとして

扱う）．表 1に，想定される写真データを示す． 

写真データを活用した研究として五味らは，写真デ

ータの「何時，何処で，誰と」という情報を抽出し，

個人がこれまで体験してきた出来事を把握するための

可視化システムを開発した(4)．このシステムを活用す

ることで，システムの利用者が写真に関連する出来事

等を把握することが明らかとなった．つまり，写真デ

ータを活用することにより，学習者はこれまでの学び

を具体的に思い出すことが可能になると考えられる． 

2.3 学びの軌跡の可視化 

本研究では，写真データを用いて学習者が学びの軌

跡を把握することを実現するため，時間・場所・内容

に焦点を当てた学びの軌跡の可視化を提案する．  

可視化 1) 時間を把握するための可視化 

表１に示した Exif情報の「デジタルデータの生成日

時」を用いることで，写真を時系列に可視化すること

が可能になる．これにより，学習者はいつ学んできた

か把握できると考えられる． 

可視化 2) 場所を把握するための可視化 

表１に示した Exif 情報の「緯度」「経度」「北緯(N) 

or 南緯(S)」「東経(E) or 西経(W)」を用いることで，

写真を地図上に並べて可視化することが可能になる．

これにより，学習者はどこで学んできたか把握できる

と考えられる． 

可視化 3) 内容を把握するための可視化 

表１に示した「コメント」として，学習者がその時

に学んだことについて記述する．その記述の分析結果

を用いることで，写真とその写真に関連したキーワー

ドを可視化することが可能になる．これにより，学習

者はなにを学んできたか把握できると考えられる． 

これら 3 つの可視化を実現することで，学習者は時

間・場所・内容の視点から自身が学んできたことを具

体的に思い出すことができると考えられるため，要件

①を満たすと期待される．加えて，可視化された情報

を組み合わせながら確認することにより，これまで学

んできた過程を把握することができると考えられるた

め，要件②を満たすと期待される． 

3. 学びの軌跡可視化システムの開発 

3.1 システム開発の方針 

本研究では，写真データを活用し，2.3 で提案した 3

つの可視化を実現する学びの軌跡可視化システムを開

発する．本システムの機能要件として以下の５点が挙

げられる． 

機能要件１：写真データを蓄積できる． 

機能要件２：蓄積された写真データを分析し，写真を

時系列で可視化できる． 

機能要件３：蓄積された写真データを分析し，写真を

表 1 写真データとして付与されている情報 

大項目 小項目 

Exif 情報 

画像入力機器のメーカー名 

画像入力機器のモデル名 

画像タイトル 

画像方向 

画像の幅の解像度 

画像の高さの解像度 

ファイル変更日時 

原画像データの生成日時 

デジタルデータの生成日時 

北緯(N) or 南緯(S) 

緯度(数値) 

東経(E) or 西経(W) 

経度(数値) 

高度の単位 

高度(数値) 

人が入力すること

で付与できる情報 

タグ 

コメント 
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地図上で可視化できる． 

機能要件４：蓄積された写真データを分析し，学びの

内容と写真を紐づけて可視化できる． 

機能要件５：時間・場所・内容の可視化を任意に切り

替えることができる． 

3.2 システムの構成 

本研究では，学びの軌跡可視化システムを Web アプ

リケーションとして開発した．本システムはクライア

ント部とサーバ部から構成されており，6 つのモジュ

ールにより構成される（図 1）．開発言語は，クライア

ント部にHTML，CSS，JavaScript，サーバ部にPHP，

データベース部に MySQL を用いた．以下，各モジュ

ールについて説明する． 

・写真データ蓄積インタフェースモジュール 

学習者に写真とその時に学んだことをテキストデー

タとして蓄積するためのインタフェースを提供する．

また，蓄積する写真データを「写真データ蓄積モジュ

ール」に提供する． 

・写真データ蓄積モジュール 

「写真データ蓄積インタフェースモジュール」から

受け取った写真データをデータベースに蓄積するため

の処理を行う． 

・撮影日時分析モジュール 

データベースに蓄積された写真データを分析し，「デ

ジタルデータの生成日時」を撮影日時として取得する．

その情報を「学びの軌跡可視化インタフェースモジュ

ール」に提供する． 

・位置情報分析モジュール 

データベースに蓄積された写真データを分析し，「緯

度」「経度」「北緯(N) or 南緯(S)」「東経(E) or 西経(W)」

から位置情報を取得する．その情報を「学びの軌跡可

視化インタフェースモジュール」に提供する． 

・キーワード抽出モジュール 

データベースに蓄積されたテキストデータから

Yahoo! JAPAN が提供する Web API のキーフレーズ

抽出(5)を用いて特徴的な表現（キーワード）を上位３

つ抽出する．その情報を「学びの軌跡可視化インタフ

ェースモジュール」に提供する． 

・学びの軌跡可視化インタフェースモジュール 

「撮影日時分析モジュール」，「位置情報分析モジュ

ール」，「キーワード分析モジュール」から提供される

情報を用いて，写真とその時に学んだことをそれぞれ

時間・場所・内容の視点で可視化し，学習者が把握す

る視点を切り替えながら操作するためのインタフェー

スを提供する． 

3.3 システムの機能 

3.2 で述べたモジュールをもつシステムの機能につ

いて以下に示す． 

機能１：写真データ蓄積機能 

写真データ蓄積機能は，「写真データ蓄積インタフェ

ースモジュール」，「写真データ蓄積モジュール」の 2

つのモジュールから構成される．学習者は，写真とそ

の時に学んだことについての記述を蓄積することがで

きる（機能要件 1 に対応）． 

機能２：学びの軌跡可視化機能 

学びの軌跡可視化機能は，「学びの軌跡可視化インタ

フェースモジュール」，「撮影日時分析モジュール」，「位

置情報分析モジュール」，「キーワード抽出モジュール」

の 4つのモジュールから構成される．学習者は，蓄積

した写真データを時間・場所・内容の 3つの視点から

提供される可視化を確認することができる．また，こ

れら 3 つの可視化は，学習者が把握したい情報に応じ

て随時切り替えることができる（機能要件 5 に対応）．

以下，3 つの可視化について説明する． 

3.3.1 時間を把握するための可視化 

時間を把握するための可視化画面を図 2に示す．こ

れにより，学習者は，写真とその時に学んだことを撮

影日時が降順に並べられた状態で確認することができ，

学んだ時間を把握することができると考えられる(機

 

図 1 システム構成図 
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能要件 2 に対応)． 

3.3.2 場所を把握するための可視化 

場所を把握するための可視化画面を図 3に示す．こ

れにより，学習者は，写真を地図上に配置された状態

で確認することができ，学んだ場所について把握する

ことができると考えられる（機能要件 3 に対応）．ま

た，地図上の写真をクリックすることで，その時に学

んだことを確認することができる． 

3.3.3 内容を把握するための可視化 

内容を把握するための可視化画面を図 4に示す．こ

れにより，学習者は，キーワードを媒介して関連した

写真を確認することができ，学んだ内容について把握

することができると考えられる(機能要件 4 に対応)．

また，キーワードをクリックすることで，そのキーワ

ードと関連した写真のその時に学んだことを確認する

ことができる． 

学習者は，これら 3 つの可視化を切り替えながら

確認することで，学びの時間や場所，内容を把握する

ことができ，自身が学んできたことを具体的に思い出

すことができると考えられる．そのため，要件①が満

たされると期待される．また，具体的に学びを把握し

た上で，時間や場所，内容を踏まえてこれまで学んで

きた過程を把握することができると考えられるため，

要件②が満たされると期待される． 

4. 開発した学びの軌跡可化システムを用い

た評価実験 

4.1 評価実験の概要 

評価実験は，2019 年 12 月 1 日～12 月 8 日の期間

で社会人，大学院生，大学生 19名を対象とした．留意

事項として，学習者は，蓄積する写真について，撮影

期間を制限せずに，写真からその当時の学びが思い出

せるものを選んだ．また，その時に学んだことについ

ては，選んだ写真の当時になにをして，なにを学んだ

かについて記述した． 

以上の留意事項を基に，学習者は実践として 1)から

3)を 15回繰り返す． 

1) 学習者は，自身が所持している学びに関する写真を

 

図 3 場所を把握するための可視化の画面 

 

図 2 時間を把握するための可視化の画面 

 

図 4 内容を把握するための可視化の画面 
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任意に 1 枚選ぶ． 

2) 学習者は，選択した写真とその時に学んだことをシ

ステムに蓄積する． 

3) 学習者は，システムの可視化画面を確認する． 

4.2 評価方法 

学習者が本システムの可視化機能を活用することの

効果を検証することを目的に，事後調査のみの質問紙

調査を行った．質問紙は，「時間を把握するための可視

化」，「場所を把握するための可視化」，「内容を把握す

るための可視化」，「3 つの可視化を切り替えながら確

認すること」の 4 つの観点について，同じ８項目（全

32 項目）を 5 件法（5 が高い）で構成し，1~3 の回答

を否定，4~5 の回答を肯定とする二項検定を用いて分

析を行った． 

4.3 結果と考察 

表 2に，二項検定を用いた分析の結果を示す．それ

ぞれの観点について結果と考察を述べる．  

「時間を把握するための可視化」について全８項目

中「1.いつ学んできたか把握できたと思う（p < .01）.」,

「3.なにを学んできたか把握できたと思う（p < .01）.」，

「4.学んできたことを具体的に思い出すことができた

と思う（p < .01）.」の 3項目で肯定的に有意差が認め

られた．また，「2.どこで学んできたか把握できたと思

う（p < .05）．」，「6. 学んできたことのつながりを感じ

ることができたと思う（p < .05）.」で否定的に有意差

が認められた．このことから，学習者は，「時間を把握

するための可視化」を確認することで，学んだ場所や

そのつながりについて把握することは難しいが，いつ

なにを学んできたか把握でき，その学びについて具体

的に思い出せる傾向が示唆された． 

「場所を把握するための可視化」について全８項目

中「10.どこで学んできたか把握できたと思う（p 

< .01）.」，の 1 項目で肯定的に有意差が認められた．

また，「9.いつ学んできたか把握できたと思う（p 

< .01）.」，「13. これまでどのように学んできたか把握

することができたと思う（p < .05）.」，「15. 学んでき

表 2  質問紙調査の結果 （N = 19） 

質問項目 M SD 否定 肯定 p 

時間を把握するための可視化について 

1.  いつ学んできたか把握できたと思う. 4.79 0.42 0 19 ** 
2.  どこで学んできたか把握できたと思う. 2.47 1.17 15 4 * 
3.  なにを学んできたか把握できたと思う. 4.26 0.73 3 16 ** 
4.  学んできたことを具体的に思い出すことができたと思う. 4.11 0.81 3 16 ** 
5.  これまでどのように学んできたか把握することができたと思う. 4.11 0.94 5 14  
6.  学んできたことのつながりを感じることができたと思う. 2.42 1.26 15 4 * 
7.  学んできたことを現在学んでいることとつなげて考えるきっかけになったと思う. 3.21 0.71 12 7  
8.  次どのように学んでいくか考えるきっかけになったと思う. 3.32 0.89 12 7  

場所を把握するための可視化について 

9.  いつ学んできたか把握できたと思う. 1.89 0.88 18 1 ** 
10. どこで学んできたか把握できたと思う. 4.84 0.37 0 19 ** 
11. なにを学んできたか把握できたと思う. 3.16 1.12 12 7  
12. 学んできたことを具体的に思い出すことができたと思う. 3.26 0.99 8 11  
13. これまでどのように学んできたか把握することができたと思う. 2.58 1.07 15 4 * 
14. 学んできたことのつながりを感じることができたと思う. 2.53 1.07 14 5  
15. 学んできたことを現在学んでいることとつなげて考えるきっかけになったと思う. 2.26 1.28 15 4 * 
16. 次どのように学んでいくか考えるきっかけになったと思う. 2.26 1.15 16 3 ** 

内容を把握するための可視化について 

17. いつ学んできたか把握できたと思う. 1.84 0.83 18 1 ** 
18. どこで学んできたか把握できたと思う. 2.42 1.02 16 3 ** 
19. なにを学んできたか把握できたと思う. 4.32 0.67 2 17 ** 
20. 学んできたことを具体的に思い出すことができたと思う. 3.89 0.99 6 13  
21. これまでどのように学んできたか把握することができたと思う. 3.21 1.03 10 9  
22. 学んできたことのつながりを感じることができたと思う. 4.21 1.08 2 17 ** 
23. 学んできたことを現在学んでいることとつなげて考えるきっかけになったと思う. 3.79 0.98 6 13  
24. 次どのように学んでいくか考えるきっかけになったと思う. 3.32 1.06 9 10  

３つの可視化を切り替えながら確認することについて 

25. いつ学んできたか把握できたと思う. 4.68 0.67 2 17 ** 
26. どこで学んできたか把握できたと思う. 4.74 0.65 2 17 ** 
27. なにを学んできたか把握できたと思う. 4.74 0.56 1 18 ** 
28. 学んできたことを具体的に思い出すことができたと思う. 4.63 0.76 1 18 ** 
29. これまでどのように学んできたか把握することができたと思う. 4.26 0.65 2 17 ** 
30. 学んできたことのつながりを感じることができたと思う. 4.42 0.61 1 18 ** 
31. 学んできたことを現在学んでいることとつなげて考えるきっかけになったと思う. 3.95 0.71 5 14  
32. 次どのように学んでいくか考えるきっかけになったと思う. 3.79 0.85 7 12  

※否定：1,2,3 の回答，肯定：4,5 の回答                              * p<.05; ** p<.01 
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たことを現在学んでいることとつなげて考えるきっか

けになったと思う（p < .05）.」，「16.次どのように学

んでいくか考えるきっかけになったと思う（p < .01）.」

の 4項目で否定的に有意差が認められた．このことか

ら，学習者は，「場所を把握するための可視化」を確認

することで，いつどのように学んできたか把握するこ

とや，これからどのように学んでいくか考えることは

難しいが，学んだ場所について把握する傾向が示唆さ

れた． 

「内容を把握するための可視化」について全８項目

中「19.なにを学んできたか把握できたと思う（p 

< .01）.」，「22. 学んできたことのつながりを感じるこ

とができたと思う（p < .01）.」の 2 項目で肯定的に有

意差が認められた．また，「17.いつ学んできたか把握

できたと思う（p < .01）.」，「18.どこで学んできたか

把握できたと思う（p < .01）.」の 2 項目において否定

的に有意差が認められた．このことから，学習者は，

「内容を把握するための可視化」を確認することで，

いつどこで学んできたか把握することは難しいが，学

んだ内容やそのつながりを把握する傾向が示唆された． 

「３つの可視化を切り替えながら確認すること」に

ついて全８項目中「25.いつ学んできたか把握できたと

思う（p < .01）.」，「26.どこで学んできたか把握でき

たと思う（p < .01）.」,「27.なにを学んできたか把握

できたと思う（p < .01）.」，「28.学んできたことを具

体的に思い出すことができたと思う（p < .01）.」，「29.

これまでどのように学んできたか把握することができ

たと思う（p < .01）．」，「30.学んできたことのつながり

を感じることができたと思う（p < .01）.」の 6 項目で

肯定的に有意差が認められた．このことから，学習者

は，「３つの可視化を切り替えながら確認すること」に

よって，それぞれの可視化の特徴を生かすことができ，

いつどこでなにを学んできたか把握し具体的に思い出

し，更に学習者自身がこれまで学んできた過程を把握

する傾向が示唆された． 

以上より，本システムを活用することで，学習者は

自身のこれまでの学びを具体的に思い出せることが伺

えるので，要件①が満たされたと考えられる．更に，

3 つの可視化を切り替えながら活用することで，学ん

できた過程を把握することが伺えるので，要件②が満

たされたと考えられる． 

5. おわりに 

本研究では，学習者の学びの軌跡の把握を支援する

ことを目的に，写真データを活用した３つの可視化を

実現する学びの軌跡可視化システムの開発とその評価

を行った．その結果，３つの可視化を切り替えながら

活用することで，学んできたことを具体的に思い出し，

自身の学んできた過程を把握する傾向が示唆された． 

今後は，より実験対象者を増やし，自由記述の分析

を踏まえて，詳細に評価していく予定である．また，

一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤と

なる能力や態度を育てることを通して，キャリア発達

を促すキャリア教育において，本システムをどのよう

に活用できるか検討していく予定である． 
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